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                                          平成２６年１１月 

     日本に来て                         

                            沼口 直美 

 

  私は日本人の父親とフィリピンの母親の間に生まれました。 

両親と離れ、9 歳までフィリピンに住み、アメリカンスクールに通っていた私

は、 

日本語が まったく話せませんでした。 

 

 日本へ来た時、学年を下げ学校に入りましたが、文化も習慣も違う 

日本の学校に戸惑い、悔しくて 毎日のように泣いていました。 

 でも、日本語の先生のおかげで、１年ほどで周囲の人と 会話ができる 

ようになりました。 

一番嬉しかったのは、大好きな父親に、日本語で自分の思いを伝えられる 

ようになったことでした。 

  

 日本語が上達するにつれ、日本への興味がわいてきました。 

フィリピンの教科書に 日本のことが書かれている所がありました。 

「世界で始めて原爆が投下された国、広島・長崎」・・日本に来て、私が 

行ってみたいところは、広島・長崎でした。 

    

 日本語教室には、子供達もたくさん居ます。 

昨年、教室が補助金をもらい、私を含め 3 名が、広島へ連れて行って 

もらえることになりました。 

 

 私が生まれ育ったフィリピンは『戦争』という言葉は、日常生活には 

出てきません。祖母に聞くと『そんなの あなたは知らなくて良い。 

これだけは頭に入れなさい。戦争は絶対にあってはいけない。』としか 

答えてくれませんでした。 

 広島に行くことになり、始めて、フィリピンの戦争について調べました。 

日本との間に戦争があったこと、フィリピンの Davao 島、Baguio 島などに爆弾

が落とされたことなど、フィリピンは 決して平和だった訳ではありませんで

した。 

  

  

 広島へ行き、私は始めて『日本にはこんな辛い過去があったのだ』と 

分かりました。平和記念館で、被害にあった人のボロボロになった衣類、 

焼けた髪の毛、高温やけどをした子供の写真など、実際のものを見て初めて、 

教科書では、伝わらないことがあると 知りました。 

『もしも、自分だったらどうしただろう、生き残ったとしても、悲しみに立ち

向かって行けるだろうか』『一人ぼっちになったら、生き続けようと思うだろ
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うか』・苦しさや悲しみが伝わって来て、胸が苦しくなったほどでした。 

 廃墟のような原爆ドームは、広島の悲劇を 語っているように見えました。 

  

  広島で大きなショックを受けた私は、祖父母にも こんな辛い過去があっ

たのではないかと聞きました。すると、今まで戦争について話したがらなかっ

た祖母が、自分の母親や姉が、とても嫌な思いをしたことを 話してくれまし

た。 

 日本に良い印象を持っていなかった祖母は、私が日本に来る ことになった 

とき、とても心配したそうです。 

 初めて分かった祖母の過去・・・聞いていて とても辛かったことを、いま

も 

忘れません。 

 

 平和な日本が当たり前だと思っている人が多いと思います。 

戦争を知らない私達は、ただ口で『恐い』と言っていても 本当の恐さを 

分かっていません。 

 実際に広島へ行って、戦争は建物だけでなく 家族や人々を壊す、そして 

なによりも、心に消すことのできない傷を残す ということを 感じる事が 

できました。たくさんの事を学び、みんなで 平和な社会を築けるように  

話し合えたらいいだろうナーと 改めて思いました。 

 

 日本に来て７年が過ぎました。 

日本語はもちろんですが、文化や習慣の違いに 戸惑うことがたくさんありま

す。周囲の理解や応援がなければ、ここまで来ることはできませんでした。 

 

 私を心配してくれた祖母が、先月、病気で亡くなり、母と一緒にフィリピン

へ行って来ました。私が日本で頑張っているのを見て、きっと安心してくれた

と思います。 

 

まだまだ勉強しなければならない事がたくさんありますが、とりあえず今は、 

高校入試に向けて頑張っている私です。 


